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曜
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定
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年
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号 
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交

番
そ

の
他

の
派

出
所

及
び

駐
在

所
の

名
称

、
位

置
及

び
管

轄
区

域
に

関
す

る
規

則
の

一
部

を
改

正
す

る
規

則
を

こ
こ
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公

布
す
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。
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交

番
そ

の
他

の
派

出
所

及
び

駐
在

所
の

名
称

、
位

置
及

び
管

轄
区

域
に

関
す

る
規

則
の

一
部

を
改

正
す

る
規

則
 

 
交

番
そ

の
他

の
派

出
所

及
び

駐
在

所
の

名
称

、
位

置
及

び
管

轄
区

域
に

関
す

る
規

則
（

平
成

６
年

千
葉

県
公

安
委

員
会

規
則

第
１

６
号

）
の

一
部

を
次

の
よ

う
に

改
正

す
る

。
 

 
別

表
千

葉
中

央
警

察
署

の
項

中
「

今
井

町
」

を
「

赤
井

町
、

今
井

町
」

に
、

「
大

厳
寺

町
」

を
「

大
巌

寺
町

」
に

、
「

宮
崎

二
丁

目
並

び
に

赤
井

町
の

一
部

」
を

「
宮

崎
二

丁
目

」
に

、
「

松
ヶ

丘
町

並
び

に
赤

井
町

の
一

部
」

を
「

松
ケ

丘
町

」
に

改
め

、
「

鶴
沢

町
」

の
次

に
「

、
都

町
」

を
加

え
、

同
表

千
葉

北
警

察
署

の
項

中
「

、
柏

井
一

丁
目

、
柏

井
四

丁
目

」
を

削
り

、
「

花
島

町
」

を
「

柏
井

一
丁

目
、

柏
井

四
丁

目
、

花
島

町
」

に
改

め
、

同
表

八
千

代
警

察
署

の
項

中
「

大
和

田
新

田
の

一
部

、
」

の
次

に
「

萱
田

の
一

部
、

」
を

加
え

、
「

勝
田

台
一

丁
目

」
を

「
勝

田
、

勝
田

台
一

丁
目

」
に

、
「

勝
田

台
南

三
丁

目
並

び
に

勝
田

の
一

部
」

を
「

勝
田

台
南

三
丁

目
」

に
改

め
、

「
勝

田
の

一
部

及
び

」
及

び
「

萱
田

、
」

を
削

り
、

「
及

び
萱

田
町

」
を

「
、

萱
田

の
一

部
及

び
萱

田
町

」
に

改
め

、
同

表
船

橋
警

察
署

の
項

中
「

旭
町

一
丁

目
」

を
「

旭
町

、
旭

町
一

丁
目

」
に

改
め

、
同

表
行

徳
警

察
署

の
項

中
「

関
ヶ

島
」

を
「

関
ケ

島
」

に
改

め
、

同
表

松
戸

警
察

署
の

項
中

「
幸

谷
」

の
次

に
「

の
一

部
、

小
金

の
一

部
、

中
金

杉
」

を
、

「
新

松
戸

南
三

丁
目

」
の

次
に

「
、

外
河

原
」

を
加

え
、

「
稔

台
八

丁
目

並
び

に
上

本
郷

の
一

部
」

を
「

稔
台

八
丁

目
」

に
改

め
、

同
表

松
戸

東
警

察
署

の
項

中
「

、
根

木
内

」
を

「
、

中
金

杉
の

一
部

、
根

木
内

」
に

改

め
、

「
五

香
南

三
丁

目
」

の
次

に
「

、
五

香
六

実
」

を
加

え
、

「
及

び
五

香
六

実
の

一
部

」
を

削
り

、

「
二

ツ
木

」
の

次
に

「
、

三
ケ

月
」

を
加

え
、

「
、

馬
橋

の
一

部
及

び
三

ケ
月

」
を

「
及

び
馬

橋
」

に
改

め
、

「
並

び
に

五
香

六
実

の
一

部
」

を
削

り
、

同
表

野
田

警
察

署
の

項
中

「
西

三
ケ

尾
、

花
井

」
を

「
西

三
ケ

尾
」

に
、

「
及

び
宮

崎
」

を
「

、
瀬

戸
の

一
部

、
花

井
の

一
部

及
び

宮
崎

」
に

改
め

、
「

柳
沢

並
び

 

に
」

の
次

に
「

花
井

の
一

部
及

び
」

を
加

え
、

「
大

青
田

飛
地

、
瀬

戸
」

を
「

大
青

田
飛

地
」

に
改

め
、

「
三

ツ
堀

並
び

に
木

野
崎

」
の

次
に

「
の

一
部

及
び

瀬
戸

」
を

加
え

、
同

表
柏

警
察

署
の

項
中

「
柏

市
大

津
ヶ

丘
二

丁
目

」
を

「
柏

市
大

津
ケ

丘
二

丁
目

」
に

、
「

大
津

ヶ
丘

一
丁

目
、

大
津

ヶ
丘

二
丁

目
、

大

津
ヶ

丘
三

丁
目

、
大

津
ヶ

丘
四

丁
目

」
を

「
大

津
ケ

丘
一

丁
目

、
大

津
ケ

丘
二

丁
目

、
大

津
ケ

丘
三

丁

目
、

大
津

ケ
丘

四
丁

目
」

に
、

「
五

条
谷

」
を

「
五

篠
谷

」
に

改
め

、
「

柏
中

村
下

」
の

次
に

「
、

柏
堀

之
内

新
田

」
を

加
え

、
「

堀
之

内
新

田
、

松
ヶ

崎
新

田
」

を
「

松
ケ

崎
新

田
」

に
改

め
、

「
常

盤
台

」
の

次
に

「
、

豊
住

」
を

加
え

、
「

名
戸

ヶ
谷

及
び

名
戸

ヶ
谷

一
丁

目
」

を
「

名
戸

ケ
谷

及
び

名
戸

ケ
谷

一
丁

目
」

に
、

「
藤

ヶ
谷

新
田

」
を

「
藤

ケ
谷

新
田

」
に

、
「

並
び

に
金

山
の

一
部

及
び

藤
ヶ

谷
」

を
「

並
び

に
金

山
の

一
部

及
び

藤
ケ

谷
」

に
、

「
柏

市
光

ヶ
丘

団
地

」
を

「
柏

市
光

ケ
丘

団
地

」
に

改
め

、
「

酒
井

根
三

丁
目

」
の

次
に

「
、

酒
井

根
四

丁
目

、
酒

井
根

五
丁

目
、

酒
井

根
六

丁
目

、
酒

井
根

七
丁

目
」

を
加

え
、

「
光

ヶ
丘

一
丁

目
、

光
ヶ

丘
二

丁
目

、
光

ヶ
丘

三
丁

目
、

光
ヶ

丘
四

丁
目

、
光

ヶ
丘

団
地

」
を

「
光

ケ
丘

一
丁

目
、

光
ケ

丘
二

丁
目

、
光

ケ
丘

三
丁

目
、

光
ケ

丘
四

丁
目

、
光

ケ
丘

団
地

」
に

、
「

大
山

台
二

丁
目

、
松

ヶ
崎

」
を

「
大

山
台

二
丁

目
、

松
ケ

崎
」

に
、

「
、

緑
ヶ

丘
」

を
「

、
緑

ケ
丘

」
に

、
「

柏
市

藤
ヶ

谷
」

を
「

柏
市

藤
ケ

谷
」

に
、

「
の

う
ち

金
山

の
一

部
及

び
藤

ヶ
谷

」
を

「
の

う
ち

金
山

の
一

部
及

び
藤

ケ
谷

」
に

改
め

、
「

柏
イ

ン
タ

ー
東

」
の

次
に

「
、

上
三

ケ
尾

飛
地

、
下

三
ケ

尾
飛

地
、

西
三

ケ
尾

飛
地

」
を

加
え

、
同

表
流

山
警

察
署

の
項

中
「

流
山

市
前

ヶ
崎

」
を

「
流

山
市

前
ケ

崎
」

に
、

「
西

松
ヶ

丘
一

丁
目

、
前

ヶ
崎

、
松

ヶ
丘

一
丁

目
、

松
ヶ

丘
二

丁
目

、
松

ヶ
丘

三
丁

目
、

松
ヶ

丘
四

丁
目

、
松

ヶ
丘

五
丁

目
、

松
ヶ

丘
六

丁
目

」
を

「
西

松
ケ

丘
一

丁
目

、
前

ケ
崎

、
松

ケ
丘

一
丁

目
、

松
ケ

丘
二

丁
目

、
松

ケ
丘

三
丁

目
、

松
ケ

丘
四

丁
目

、
松

ケ
丘

五
丁

目
、

松
ケ

丘
六

丁
目

」
に

、
「

桐
ヶ

谷
」

を
「

桐
ケ

谷
」

に
改

め
、

「
駒

木
台

」
の

次
に

「
、

十
太

夫
」

を
、

「
の

う
ち

木
」

の
次

に
「

、
木

一
丁

目
、

木
二

丁

目
、

木
三

丁
目

」
を

加
え

、
「

及
び

南
流

山
八

丁
目

」
を

「
、

南
流

山
八

丁
目

、
南

流
山

九
丁

目
及

び
南

流
山

十
丁

目
」

に
改

め
、

同
表

我
孫

子
警

察
署

の
項

中
「

我
孫

子
の

う
ち

」
を

「
我

孫
子

市
の

う
ち

」

に
、

「
下

ヶ
戸

」
を

「
下

ケ
戸

」
に

改
め

、
「

布
佐

下
新

田
」

の
次

に
「

、
布

佐
酉

町
」

を
加

え
、

同
表

佐
倉

警
察

署
の

項
（

直
轄

）
の

目
中

「
臼

井
交

番
」

を
「

京
成

臼
井

駅
前

交
番

」
に

、
「

佐
倉

市
王

子
台

四
丁

目
」

を
「

佐
倉

市
王

子
台

三
丁

目
」

に
、

「
、

臼
井

台
」

を
「

、
臼

井
田

干
拓

、
臼

井
台

、
臼

井
台

干
拓

」
に

、
「

吉
見

」
を

「
吉

見
並

び
に

角
来

江
原

新
田

入
会

の
一

部
」

に
、

「
飯

田
台

、
飯

野
」

を

「
飯

田
干

拓
、

飯
田

台
、

飯
野

、
飯

野
干

拓
」

に
改

め
、

「
大

佐
倉

」
の

次
に

「
、

大
佐

倉
干

拓
」

を
、

「
土

浮
」

の
次

に
「

、
土

浮
干

拓
」

を
、

「
萩

山
新

田
」

の
次

に
「

、
萩

山
新

田
干

拓
」

を
、

「
六

崎
」

の
次

に
「

並
び

に
角

来
江

原
新

田
入

会
の

一
部

」
を

加
え

、
「

先
崎

」
を

「
小

竹
干

拓
」

に
改

め
、

「
西

ユ
ー

カ
リ

が
丘

七
丁

目
」

の
次

に
「

、
先

崎
、

先
崎

干
拓

」
を

、
「

内
田

」
の

次
に

「
、

内
田

飯
塚

宮
内

入
会

」
を

加
え

、
「

上
別

府
」

を
「

上
別

所
」

に
改

め
、

同
項

八
街

幹
部

交
番

の
目

を
次

の
よ

う
に

改
め

る
。

 

八
街

幹
部

交
番

 

八
街

市

八
街

ほ
 

幹
部

交
番

所
在

地
 

 
八

街
市

の
う

ち
交

番
及

び
駐

在
所

管
轄

区
域

を
除

く
区

域
 

榎
戸

交
番

 
八

街
市

八

街
ろ

 

八
街

市
の

う
ち

泉
台

一
丁

目
、

泉
台

二

丁
目

、
泉

台
三

丁
目

、
榎

戸
、

雁
丸

、
 



 
 

 

二 
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富
山

、
文

違
、

み
ど

り
台

一
丁

目
、

み

ど
り

台
二

丁
目

及
び

八
街

は
並

び
に

八

街
ろ

の
一

部
 

八
街

駅
前

交
番

 

八
街

市
中

央
 

八
街

市
の

う
ち

朝
日

及
び

中
央

並
び

に

八
街

に
の

一
部

及
び

八
街

ほ
の

一
部

 

吉
倉

交
番

 
八

街
市

吉

倉
 

八
街

市
の

う
ち

砂
、

大
谷

流
、

岡
田

、

上
砂

、
希

望
ケ

丘
、

小
谷

流
、

四
木

、

勢
田

、
根

古
谷

、
東

吉
田

、
用

草
、

八

街
へ

及
び

吉
倉

 

西
林

駐
在

所
 

八
街

市
八

街
ろ

 

八
街

市
八

街
い

及
び

八
街

ろ
の

一
部

 

山
田

台
駐

在
所

 

八
街

市
山

田
台

 

八
街

市
の

う
ち

沖
、

滝
台

及
び

山
田

台
 

 
別

表
四

街
道

警
察

署
の

項
中

「
四

街
道

市
旭

ヶ
丘

三
丁

目
」

を
「

四
街

道
市

旭
ケ

丘
三

丁
目

」
に

、

「
旭

ヶ
丘

一
丁

目
、

旭
ヶ

丘
二

丁
目

、
旭

ヶ
丘

三
丁

目
、

旭
ヶ

丘
四

丁
目

、
旭

ヶ
丘

五
丁

目
、

上
野

」
を

「
旭

ケ
丘

一
丁

目
、

旭
ケ

丘
二

丁
目

、
旭

ケ
丘

三
丁

目
、

旭
ケ

丘
四

丁
目

、
旭

ケ
丘

五
丁

目
、

上
野

、
大

篠
塚

」
に

、
「

鹿
放

ヶ
丘

」
を

「
鹿

放
ケ

丘
」

に
改

め
、

「
美

し
が

丘
三

丁
目

」
の

次
に

「
、

さ
つ

き
ケ

丘
」

を
加

え
、

同
表

成
田

警
察

署
の

項
中

「
麻

生
、

安
食

、
」

の
次

に
「

安
食

一
丁

目
、

安
食

二
丁

目
、

安
食

三
丁

目
、

」
を

、
「

安
食

台
六

丁
目

」
の

次
に

「
、

安
食

卜
杭

新
田

」
を

加
え

、
「

三
里

塚
光

ヶ

丘
」

を
「

三
里

塚
光

ケ
丘

」
に

、
「

畑
ヶ

田
」

を
「

畑
ケ

田
」

に
改

め
、

「
、

立
沢

、
立

沢
新

田
」

を
削

り
、

「
根

木
名

並
び

に
」

の
次

に
「

立
沢

の
一

部
、

立
沢

新
田

の
一

部
及

び
」

を
加

え
、

「
不

動
ヶ

岡
」

を
「

不
動

ケ
岡

」
に

、
「

美
郷

台
」

を
「

美
郷

台
一

丁
目

、
美

郷
台

二
丁

目
、

美
郷

台
三

丁
目

」
に

改

め
、

「
柴

田
」

の
次

に
「

、
浅

間
」

を
加

え
、

「
及

び
野

馬
込

並
び

に
青

山
の

一
部

、
倉

水
の

一
部

及
び

名
木

の
一

部
」

を
「

、
名

木
、

野
馬

込
及

び
平

川
」

に
改

め
、

「
、

新
田

の
一

部
」

及
び

「
、

小
泉

」
を

削
り

、
「

水
掛

」
の

次
に

「
並

び
に

小
泉

の
一

部
」

を
、

「
久

米
」

の
次

に
「

、
久

米
野

」
を

加
え

、

「
、

天
浪

の
一

部
及

び
野

毛
平

」
を

「
及

び
天

浪
」

に
改

め
、

「
官

林
」

の
次

に
「

、
新

田
」

を
加

え
、

「
新

田
の

一
部

及
び

」
を

削
り

、
「

南
部

」
の

次
に

「
、

北
部

」
を

加
え

、
「

天
神

峰
」

を
「

長
田

並
び

に
天

神
峰

」
に

改
め

、
「

、
長

田
の

一
部

、
野

毛
平

の
一

部
」

を
削

り
、

「
成

田
市

赤
萩

」
を

「
成

田
市

赤
荻

」
に

、
「

赤
萩

、
」

を
「

赤
荻

、
」

に
改

め
、

「
西

和
泉

」
の

次
に

「
、

野
毛

平
」

を
加

え
、

「
並

び
に

長
田

の
一

部
及

び
野

毛
平

の
一

部
」

を
削

り
、

「
大

菅
」

を
「

青
山

、
大

菅
、

倉
水

」
に

改
め

、

「
並

び
に

青
山

の
一

部
、

倉
水

の
一

部
及

び
名

木
の

一
部

」
を

削
り

、
「

高
野

及
び

高
松

並
び

に
」

を

「
高

松
並

び
に

高
野

の
一

部
、

立
沢

の
一

部
、

立
沢

新
田

の
一

部
及

び
」

に
改

め
、

「
御

料
並

び
に

」
の

次
に

「
高

野
の

一
部

及
び

」
を

加
え

、
同

表
成

田
国

際
空

港
警

察
署

の
項

中
「

木
の

根
」

の
次

に
「

の
一

部
、

小
泉

」
を

、
「

岩
山

」
の

次
に

「
の

一
部

、
大

里
の

一
部

、
香

山
新

田
」

を
加

え
、

同
表

印
西

警
察

署
の

項
中

「
木

下
、

」
を

「
相

嶋
、

木
下

、
」

に
改

め
、

「
木

下
南

二
丁

目
」

の
次

に
「

、
浅

間
前

」

を
、

「
竹

袋
並

び
に

大
森

」
の

次
に

「
の

一
部

及
び

発
作

」
を

、
「

木
刈

七
丁

目
」

の
次

に
「

、
中

央
北

 

一
丁

目
」

を
加

え
、

「
及

び
桜

台
五

丁
目

」
を

「
、

桜
台

五
丁

目
及

び
武

西
」

に
、

「
大

廻
、

鎌
刈

」
を

「
岩

戸
干

拓
、

大
廻

、
鎌

苅
、

鎌
苅

干
拓

」
に

、
「

及
び

吉
田

」
を

「
、

師
戸

干
拓

、
吉

田
及

び
吉

田
干

拓
」

に
改

め
、

「
浦

幡
新

田
」

の
次

に
「

、
浦

部
」

を
加

え
、

「
、

高
西

新
田

、
発

作
及

び
宮

内
」

を

「
及

び
高

西
新

田
並

び
に

発
作

の
一

部
」

に
、

「
萩

原
、

平
賀

」
を

「
瀬

戸
干

拓
、

萩
原

、
萩

原
干

拓
、

平
賀

、
平

賀
干

拓
」

に
、

「
吉

高
」

を
「

山
田

干
拓

一
区

、
山

田
干

拓
二

区
、

山
平

一
区

、
山

平
二

区
、

吉
高

、
吉

高
干

拓
」

に
、

「
印

旛
郡

栄
町

南
ヶ

丘
一

丁
目

」
を

「
印

旛
郡

栄
町

南
ケ

丘
一

丁
目

」
に

改

め
、

「
、

出
津

」
を

削
り

、
「

布
太

」
の

次
に

「
、

生
板

鍋
子

新
田

」
を

加
え

、
「

南
ヶ

丘
一

丁
目

、

南
ヶ

丘
二

丁
目

」
を

「
南

ケ
丘

一
丁

目
、

南
ケ

丘
二

丁
目

」
に

、
「

四
ッ

谷
」

を
「

四
ツ

谷
、

竜
ケ

崎
町

歩
」

に
改

め
、

同
表

香
取

警
察

署
の

項
（

直
轄

）
の

目
中

「
岩

ヶ
崎

台
」

を
「

岩
ケ

崎
台

」
に

改
め

、

「
及

び
谷

中
」

の
次

に
「

並
び

に
石

納
の

一
部

」
を

加
え

、
「

、
石

納
」

を
削

り
、

「
並

び
に

大
倉

」
の

次
に

「
の

一
部

、
石

納
」

を
加

え
、

「
伊

知
山

」
を

「
伊

地
山

」
に

改
め

、
「

小
松

」
の

次
に

「
、

十
三

間
戸

」
を

加
え

、
「

松
崎

並
び

に
大

貫
の

一
部

及
び

郡
の

一
部

」
を

「
松

崎
」

に
、

「
毛

成
」

を
「

大

貫
、

毛
成

、
郡

」
に

、
「

藤
の

台
並

び
に

大
貫

の
一

部
及

び
郡

の
一

部
」

を
「

藤
の

台
」

に
改

め
、

「
磯

山
」

の
次

に
「

、
市

和
田

」
を

加
え

、
「

公
官

洲
新

田
」

を
「

公
官

洲
」

に
改

め
、

「
八

筋
川

並
び

に
」

の
次

に
「

大
倉

の
一

部
及

び
」

を
加

え
、

同
項

小
見

川
幹

部
交

番
の

目
中

「
南

原
新

田
」

を
「

南
原

地
新

田
」

に
改

め
、

「
木

内
」

の
次

に
「

、
木

内
虫

幡
上

小
堀

入
会

地
」

を
加

え
、

同
項

多
古

幹
部

交
番

の
目

中
「

喜
多

の
一

部
及

び
」

を
削

り
、

「
檜

木
」

を
「

桧
木

」
に

、
「

及
び

本
三

倉
」

を
「

、
西

古
内

大
門

入
会

、
本

三
倉

及
び

本
三

倉
谷

三
倉

入
会

」
に

、
「

香
取

郡
多

古
町

川
嶋

」
を

「
香

取
郡

多
古

町
川

島
」

に
、

「
川

嶋
、

」
を

「
川

島
、

」
に

改
め

、
「

北
中

」
の

次
に

「
、

東
輝

、
東

部
」

を
加

え
、

同
表

銚
子

警
察

署
の

項
中

「
君

ヶ
浜

」
を

「
君

ケ
浜

」
に

、
「

岡
之

台
町

一
丁

目
、

岡
之

台
町

二
丁

目
、

岡
之

台
町

三
丁

目
、

岡
之

台
町

四
丁

目
」

を
「

岡
野

台
町

一
丁

目
、

岡
野

台
町

二
丁

目
、

岡
野

台
町

三
丁

目
、

岡
野

台
町

四
丁

目
」

に
改

め
、

「
本

城
町

六
丁

目
」

及
び

「
余

山
町

」
の

次
に

「
並

び
に

見
晴

台
の

一
部

」
を

加
え

、
同

表
旭

警
察

署
の

項
中

「
貉

野
」

を
「

狢
野

」
に

、
「

、
川

口
及

び
駒

込
」

を
「

及
び

川
口

」
に

改
め

、
「

鎌
数

」
の

次
に

「
の

一
部

、
駒

込
」

を
、

「
高

生
」

の
次

に
「

、
長

尾
」

を
加

え
、

「
旭

市
万

力
」

を
「

旭
市

萬
力

」
に

、
「

及
び

万
力

」
を

「
及

び
萬

力
」

に
、

「
旭

市
南

堀
之

内
」

を
「

旭
市

清
和

甲
」

に
、

「
桜

井
」

を
「

大
久

保
、

神
田

、
桜

井
」

に
改

め
、

「
関

戸
」

の
次

に
「

、
関

戸
下

、
東

和

田
、

舟
戸

」
を

加
え

、
「

中
里

谷
」

を
「

中
谷

里
」

に
改

め
、

「
仁

玉
並

び
に

井
戸

野
」

の
次

に
「

の
一

部
及

び
駒

込
」

を
加

え
、

同
表

匝
瑳

警
察

署
の

項
中

「
安

久
山

」
の

次
に

「
、

飯
多

香
」

を
、

「
大

堀
」

の
次

に
「

、
大

保
里

」
を

、
「

片
子

」
の

次
に

「
、

加
多

古
」

を
、

「
金

原
」

の
次

に
「

、
公

崎
」

を
、

「
長

岡
」

の
次

に
「

、
長

丘
、

城
下

、
堀

ノ
内

」
を

加
え

、
「

長
谷

」
を

「
神

宮
寺

、
長

谷
」

に
改

め
、

「
及

び
吉

崎
」

の
次

に
「

並
び

に
平

木
の

一
部

」
を

加
え

、
「

及
び

大
寺

」
を

「
、

内
山

新
田

、
大

寺
及

び
米

持
」

に
、

「
、

東
谷

及
び

平
木

」
を

「
及

び
東

谷
並

び
に

平
木

の
一

部
」

に
改

め
、

「
八

辺
」

の
次

に
「

、
山

崎
」

を
加

え
、

同
表

山
武

警
察

署
の

項
中

「
大

台
」

の
次

に
「

、
大

台
飛

地
」

を
加

え
、

「
曾

根
台

」
を

「
曽

根
合

」
に

、
「

尾
垂

」
を

「
尾

垂
イ

、
尾

垂
ロ

」
に

改
め

、
「

、
大

里
」

及
び

「
、

香
山

新
田

」
を

削
り

、
「

及
び

菱
田

」
を

「
、

大
里

の
一

部
、

香
山

新
田

の
一

部
及

び
菱

田
」

に
、

「
松

尾
町

上
大

蔵
、

松
尾

町
蕉

木
」

を
「

松
尾

町
蕪

木
、

松
尾

町
上

大
蔵

」
に

改
め

、
「

、
芝

崎
」

の
次

に
「

、
芝
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崎
南

」
を

、
「

、
篠

本
」

の
次

に
「

、
篠

本
根

切
」

を
、

「
松

尾
町

田
越

」
の

次
に

「
、

松
尾

町
富

士
見

台
」

を
加

え
、

「
山

武
市

松
ヶ

谷
」

を
「

山
武

市
松

ヶ
谷

ロ
」

に
、

「
及

び
松

ヶ
谷

」
を

「
、

松
ヶ

谷
イ

及
び

松
ヶ

谷
ロ

」
に

改
め

、
同

表
東

金
警

察
署

の
項

中
「

仏
島

」
を

「
佛

島
」

に
、

「
及

び
山

口
並

び
に

星
谷

の
一

部
」

を
「

、
小

食
土

町
及

び
山

口
」

に
改

め
、

「
上

貝
塚

」
の

次
に

「
、

上
貝

塚
柿

餅
入

会
」

を
加

え
、

「
下

ヶ
傍

示
」

を
「

下
ケ

傍
示

」
に

改
め

、
「

清
名

幸
谷

」
の

次
に

「
、

高
田

」
を

、
「

な
が

た
野

二
丁

目
」

の
次

に
「

、
星

谷
」

を
加

え
、

「
柳

橋
並

び
に

星
谷

の
一

部
」

を
「

柳
橋

」
に

、
「

宿
及

び
」

を
「

荒
生

、
大

沼
、

宿
、

薄
島

、
関

下
及

び
」

に
改

め
、

「
池

田
」

の
次

に
「

、
池

田
南

玉
入

会
」

を
、

「
小

西
」

の
次

に
「

、
土

気
飛

地
」

を
、

「
清

水
」

の
次

に
「

、
二

之
袋

」
を

、
「

上
武

射
田

」
の

次
に

「
、

小
関

飛
地

」
を

加
え

、
「

荒
生

、
」

を
「

粟
生

飛
地

、
荒

生
、

」
に

改
め

、
「

関
下

」
の

次
に

「
、

西
野

飛
地

」
を

、
「

、
広

瀬
」

の
次

に
「

、
藤

下
飛

地
、

不
動

堂
飛

地
」

を
加

え
、

「
植

草
、

」
及

び
「

、
下

布
田

」
を

削
り

、
「

三
ヶ

尻
」

を
「

三
ケ

尻
」

に
改

め
、

「
大

豆
谷

、
」

を
削

り
、

「
、

福

俵
」

の
次

に
「

、
大

豆
谷

」
を

加
え

、
同

表
茂

原
警

察
署

の
項

（
直

轄
）

の
目

中
「

、
小

林
」

の
次

に

「
、

小
林

飛
地

」
を

加
え

、
「

萩
原

一
丁

目
、

萩
原

二
丁

目
、

萩
原

三
丁

目
」

を
「

萩
原

町
一

丁
目

、
萩

原
町

二
丁

目
、

萩
原

町
三

丁
目

」
に

改
め

、
「

長
清

水
」

の
次

に
「

、
永

吉
新

田
」

を
加

え
、

「
及

び

六
ッ

野
」

を
「

及
び

六
ツ

野
」

に
、

「
綱

島
、

中
禅

寺
」

を
「

中
善

寺
、

綱
島

」
に

、
「

及
び

八
幡

原
」

を
「

、
八

幡
原

及
び

六
田

台
」

に
改

め
、

「
驚

」
の

次
に

「
、

五
井

」
を

加
え

、
「

三
ッ

谷
」

を
「

三
ケ

谷
」

に
改

め
、

「
千

町
」

の
次

に
「

、
高

根
本

郷
飛

地
」

を
加

え
、

「
並

び
に

六
ッ

野
」

を
「

並
び

に
六

ツ
野

」
に

改
め

、
「

、
萱

場
」

の
次

に
「

、
北

吉
田

」
を

加
え

、
「

大
沢

」
を

「
榎

神
房

飛
地

、
大

沢
」

に
改

め
、

「
上

太
田

」
の

次
に

「
、

金
剛

地
飛

地
」

を
加

え
、

「
及

び
吉

井
」

を
「

、
吉

井
上

及
び

吉
井

下
」

に
、

「
茂

原
市

緑
ヶ

丘
一

丁
目

」
を

「
茂

原
市

緑
ケ

丘
一

丁
目

」
に

、
「

緑
ヶ

丘
一

丁
目

、
緑

ヶ
丘

二
丁

目
、

緑
ヶ

丘
三

丁
目

、
緑

ヶ
丘

四
丁

目
、

緑
ヶ

丘
五

丁
目

」
を

「
緑

ケ
丘

一
丁

目
、

緑
ケ

丘
二

丁

目
、

緑
ケ

丘
三

丁
目

、
緑

ケ
丘

四
丁

目
、

緑
ケ

丘
五

丁
目

」
に

、
「

針
ヶ

谷
」

を
「

針
ケ

谷
」

に
改

め
、

「
榎

神
房

」
の

次
に

「
、

榎
神

房
高

田
入

会
地

、
桂

飛
地

」
を

加
え

、
同

項
一

宮
幹

部
交

番
の

目
中

「
川

島
、

河
須

ヶ
谷

」
を

「
上

市
場

川
島

入
会

地
、

河
須

ケ
谷

」
に

改
め

、
「

及
び

寺
崎

」
の

次
に

「
並

び
に

川
島

の
一

部
」

を
、

「
岩

沼
飛

地
」

の
次

に
「

、
北

高
根

飛
地

」
を

加
え

、
「

曾
根

」
を

「
曽

根
」

に
、

「
一

松
飛

地
甲

」
を

「
一

松
飛

地
」

に
改

め
、

「
驚

」
の

次
に

「
、

驚
飛

地
」

を
加

え
、

「
六

ッ
野

飛

地
」

を
「

六
ツ

野
飛

地
」

に
、

「
長

生
郡

睦
沢

町
川

島
飛

地
」

を
「

長
生

郡
睦

沢
町

川
島

の
一

部
」

に
改

め
、

同
表

い
す

み
警

察
署

の
項

中
「

日
在

、
深

堀
」

を
「

新
田

若
山

深
堀

入
会

地
、

日
在

」
に

改
め

、

「
上

布
施

」
の

次
に

「
、

下
布

施
」

を
加

え
、

同
表

勝
浦

警
察

署
の

項
（

直
轄

）
の

目
中

「
植

野
、

大

森
」

を
「

上
野

、
植

野
、

植
野

元
宮

田
、

大
森

、
大

森
上

植
野

入
会

地
」

に
改

め
、

同
項

大
多

喜
幹

部
交

番
の

目
中

「
夷

隅
郡

大
多

喜
町

大
田

代
」

を
「

夷
隅

郡
大

多
喜

町
小

田
代

」
に

、
「

夷
隅

郡
大

多
喜

町
中

野
」

を
「

夷
隅

郡
大

多
喜

町
市

川
」

に
改

め
、

同
表

市
原

警
察

署
の

項
中

「
及

び
玉

前
」

を
「

、
玉

前
の

一
部

及
び

西
野

谷
」

に
改

め
、

「
、

西
野

谷
」

を
削

り
、

「
西

五
所

並
び

に
五

所
」

の
次

に
「

の
一

部
及

び
西

野
谷

」
を

、
「

ち
は

ら
台

南
六

丁
目

」
の

次
に

「
、

中
西

町
」

を
、

「
北

国
分

寺
台

五
丁

目
」

の
次

に
「

、
郡

本
」

を
、

「
藤

井
四

丁
目

」
の

次
に

「
、

門
前

」
を

、
「

山
倉

」
の

次
に

「
、

山
田

橋
」

を
加

え
、

同
項

南
総

幹
部

交
番

の
目

中
「

山
口

」
の

次
に

「
、

山
口

駒
込

久
保

外
部

田
岩

藪
入

会
地

」
を

加
 

 

え
、

同
表

木
更

津
警

察
署

の
項

中
「

中
央

三
丁

目
」

の
次

に
「

、
内

港
」

を
加

え
、

「
、

高
柳

飛
地

」
及

び
「

、
相

里
」

を
削

り
、

「
真

理
錯

綜
」

を
「

真
里

錯
綜

」
に

、
「

上
望

蛇
、

下
望

蛇
」

を
「

上
望

陀
、

下
望

陀
」

に
、

「
袖

ケ
浦

市
三

ッ
作

」
を

「
袖

ケ
浦

市
三

ツ
作

」
に

、
「

、
三

ッ
作

」
を

「
、

三
ツ

作
」

に
、

「
三

筒
錯

綜
」

を
「

三
箇

錯
綜

」
に

、
「

木
更

津
市

真
理

」
を

「
木

更
津

市
真

里
」

に
、

「
真

理
、

真
理

谷
」

を
「

真
里

、
真

里
谷

」
に

改
め

、
同

表
君

津
警

察
署

の
項

（
直

轄
）

の
目

中
「

長
石

」
の

次
に

「
、

糠
田

飛
地

」
を

、
「

植
畑

」
の

次
に

「
、

植
畑

村
外

四
村

入
会

」
を

、
「

東
猪

原
」

の
次

に
「

、
東

猪
原

西
猪

原
入

会
」

を
加

え
、

同
項

上
総

幹
部

交
番

の
目

中
「

加
恵

淵
」

を
「

賀
恵

渕
」

に
改

め
、

同
表

富
津

警
察

署
の

項
（

直
轄

）
の

目
佐

貫
駐

在
所

の
節

を
削

り
、

同
項

（
直

轄
）

の
目

環
駐

在
所

の
節

中

「
桜

井
」

の
次

に
「

、
桜

井
総

称
鬼

泪
山

」
を

加
え

、
同

節
の

次
に

次
の

よ
う

に
加

え
る

。
 

湊
駐

在
所

 
富

津
市

湊
 

富
津

市
の

う
ち

亀
沢

、
亀

沢
中

央
、

亀

田
、

笹
毛

、
佐

貫
、

鶴
岡

、
花

香
谷

、

宝
竜

寺
及

び
八

幡
並

び
に

湊
の

一
部

 

 
別

表
富

津
警

察
署

の
項

（
直

轄
）

の
目

中
「

相
野

谷
」

の
次

に
「

、
一

色
」

を
加

え
、

同
表

館
山

警
察

署
の

項
（

直
轄

）
の

目
中

「
、

沼
」

の
次

に
「

、
富

士
見

」
を

、
「

高
井

」
の

次
に

「
、

北
条

正
木

」

を
、

「
、

高
崎

」
の

次
に

「
、

高
崎

竹
内

」
を

、
「

川
上

」
の

次
に

「
、

平
塚

」
を

加
え

、
「

富
浦

町
福

沢
」

を
「

富
浦

町
福

澤
」

に
、

「
亀

ヶ
原

」
を

「
亀

ケ
原

」
に

改
め

、
同

項
千

倉
幹

部
交

番
の

目
中

「
千

倉
町

瀬
戸

」
を

「
千

倉
町

宇
田

、
千

倉
町

大
貫

、
千

倉
町

川
口

、
千

倉
町

川
戸

、
千

倉
町

北
朝

夷
、

千
倉

町
忽

戸
、

千
倉

町
瀬

戸
、

千
倉

町
平

舘
、

千
倉

町
牧

田
」

に
、

「
南

房
総

市
珠

師
ヶ

谷
」

を
「

南
房

総
市

珠
師

ケ
谷

」
に

、
「

川
谷

津
、

珠
師

ヶ
谷

」
を

「
川

谷
、

珠
師

ケ
谷

」
に

改
め

、
「

丸
本

郷
」

の
次

に

「
、

丸
山

平
塚

」
を

加
え

、
「

千
倉

町
川

口
、

千
倉

町
忽

戸
」

を
「

千
倉

町
白

間
津

」
に

、
「

、
千

倉
町

平
磯

及
び

千
倉

町
平

舘
」

を
「

及
び

千
倉

町
平

磯
」

に
改

め
、

「
千

倉
町

白
間

津
並

び
に

」
を

削
り

、

「
和

田
町

小
川

」
を

「
和

田
町

石
堂

、
和

田
町

小
川

」
に

改
め

、
「

和
田

町
磑

森
」

の
次

に
「

、
和

田
町

中
三

原
飛

地
」

を
、

「
和

田
町

布
野

並
び

に
」

の
次

に
「

和
田

町
黒

岩
飛

地
の

一
部

、
」

を
加

え
、

「
千

倉
町

宇
田

、
千

倉
町

大
貫

、
千

倉
町

川
合

、
千

倉
町

川
戸

、
千

倉
町

北
朝

夷
」

を
「

千
倉

町
川

合
」

に
、

「
、

千
倉

町
牧

田
及

び
峯

」
を

「
及

び
峰

」
に

改
め

、
「

、
海

発
」

を
削

り
、

「
及

び
西

原
」

を
「

、
西

原
及

び
古

川
」

に
改

め
、

「
和

田
町

海
発

」
の

次
に

「
、

和
田

町
上

三
原

飛
地

」
を

、
「

和
田

町
白

渚
」

の
次

に
「

、
和

田
町

白
渚

飛
地

」
を

、
「

和
田

町
沼

」
の

次
に

「
、

和
田

町
真

浦
飛

地
」

を
、

「
和

田
町

松
田

」
の

次
に

「
並

び
に

和
田

町
黒

岩
飛

地
の

一
部

」
を

加
え

、
同

表
鴨

川
警

察
署

の
項

中
「

浜
荻

」
の

次
に

「
、

浜
荻

元
東

飛
地

」
を

加
え

、
「

釜
沼

」
を

「
大

山
平

塚
、

釜
沼

」
に

改
め

、
「

竹
平

」
の

次
に

「
、

田
原

西
」

を
、

「
下

小
原

」
の

次
に

「
、

主
基

西
」

を
、

「
和

泉
」

の
次

に
「

及
び

東
元

浜
荻

飛

地
」

を
、

「
江

見
吉

浦
」

の
次

に
「

、
上

」
を

加
え

、
「

東
上

」
を

「
東

」
に

、
「

、
太

海
浜

、
嶺

岡
東

牧
」

を
「

、
太

海
西

、
太

海
浜

」
に

、
「

及
び

横
尾

」
を

「
、

横
尾

、
吉

尾
西

及
び

吉
尾

平
塚

」
に

改
め

る
。

 

 
 

 
附

 
則

 

 
こ

の
規

則
は

、
公

布
の

日
か

ら
施

行
す

る
。
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